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山崎幸
ゆ き

枝
え

さん
令和３年安全安心なまちづくり関係功労者表彰で内閣総理大臣賞を受賞された、自主

防犯団体「地域安全すみれ会」の会長である山崎さんにお話を伺いました。

地域安全
すみれ会

功績の概要
・平成８年、安全で安心な地域社会づくりの推進を目的として、富田地区の女性のみで発足。
　以来、「笑顔で」「できる時に」「気軽に」「いつでも」をモットーに活動している
・�会員98人（令和４年１月時点）と、保育園・幼稚園の保護者の総勢約
430人で結成された「買物パトロール隊」による「ながらパトロール」
を展開
・�通学路などを点検し、防犯上危険と感じる箇所を記載した「地域安全
マップ」や、活動報告として「買物パトロール隊だより」「とみだ防犯・
交通安全グラフティ」などを作成し、富田地区の防犯情報を積極的に
発信している

→
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■犯罪の起きない地域を目指して
私は保護司として約30年間活動してきて、罪
を犯した多くの人と関わってきました。そして、
犯罪を起こす人を生み出さないために、犯罪の起
きない地域をつくりたいという思いを強く持つよ
うになりました。その思いから、安全で安心な地
域社会づくりに貢献することを目的として地域安
全すみれ会を発足しました。
私は福井県の出身で、故郷では仏教の教えを受
けて育ってきました。その影響で恩

おん

徳
どく

讃
さん
※「如

にょ

来
らい

大
だい

悲
ひ

の恩徳は身を粉にしても報ずべし　師
し

主
しゅ

知
ち

識
しき

の恩徳も骨を砕きても謝すべし」という一節が常
に心にあります。見返りを求めず人や社会のため
に動くのは、私にとってごく自然なことでした。
※浄土真宗で仏事の最後に歌う仏教讃歌

■いろいろな団体とつながって活動
当会の特徴は、さまざまな団体とのつながりを
生かした活動をしている点だと思います。保育園
や幼稚園、小・中学校の先生や保護者、各種団体
からも当会に参加してもらっています。小さい子
どもがいるお母さんは、目線が低い子どもにとっ
て危険な場所はないかという視点で環境点検パト
ロールをしてくれます。その情報がとても有益で
ありがたいのです。
パトロール隊から上がってきた意見は、点検パ
トロール報告書としてまとめ、関係団体に配布し
ています。意見は四日市北警察署や富田地区市民
センターにも報告し、環境改善に動いてもらって
います。

また、パトロールをして報告して終わりではな
く、その内容を会員で共有できるように「買物パ
トロール隊だより」を年３回発行しています。特
に子育て中の若い世帯に読んでもらえるよう、心
を込めて書いています。さらに、四日市北警察署
生活安全課や四日市北地区防犯協会の職員に来て
もらって護身術や防犯の講習を受けたり、防災に
ついて学んだりもしています。こういう交流が当
会の組織力につながるのだと思います。

■表彰を受けて
周りの皆さんや活動の仲間が喜んでくれたこと
がうれしかったです。東京の首相官邸まで表彰を
受けに行って、立派な賞状と盾をいただき、周り
の皆さんが喜んでいる顔を見たら、「ああ、25年
間続けてきてよかったな」と思いました。

一緒に地域安全すみれ会のさまざまな活動をし
てくれる仲間がいて、私は本当に人に恵まれてい
ると感じます。一人ではできないことを、人と人、
団体と団体のつながりで実現できたと感じていま
す。

■今後について
100人近い会員のお宅にお便りを届けるには、
健康でいなければならないので、月１回開催して
いる「すみれサロン」の仲間と健康づくりに取り
組んでいます。また、地域全体の安全と安心をい
つまでも継続していくために、温かく見守る人が
さらに増えるよう、地域の人に声を掛けていきた
いと思います。

３月放送のCTY−FM「よっかいちわいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）

最後列左から２
人目が山崎さん。
最前列中央が岸
田首相

買物パトロール隊だより買物パトロール隊だより


